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天理医療大学に対する大学評価（認証評価）結果 
 

 

 

Ⅰ 判 定 

 

2018（平成30）年度大学評価の結果、天理医療大学は「内部質保証」「教員・教員組

織」において重大な問題が認められたことから、現時点での判定を保留し、2021（平

成33）年度までに再評価を行ったうえで、判定する。 

 

 

Ⅱ 総 評 

天理医療大学は、長きにわたり看護師や臨床検査技師等の養成を担ってきた天理看

護学院及び天理医学技術学校の理念と実績を継承し、2012（平成 24）年に開学して以

来、「人に尽くすことを自らのよろこびとするという天理教の信条教育を基調として、

広く知識を獲得し、医療に関わる専門性の高い技術を習得し、真摯に科学する精神を

育み、人に対する深い愛情と自分を律する謙虚な心をもった人材を育成」することを

目的とし、医療学部に看護学科及び臨床検査学科を設置して教育研究活動に取り組ん

できた。 

この目的を達成すべく、学長のリーダーシップのもとで学部長や理事長と連携をと

りながら、「教育・研究審議会」「点検・評価審議会」「運営審議会」の３つの審議会が

主体となって、「自律」と「協働」をキーワードに教育の充実を図っている。また、学

生支援においては、専任教員によるチューター制度を設け、入学時のさまざまなテス

トの結果を活用するとともに、「チューター会議」での情報共有を通じてきめ細かな支

援に取り組んでいることは高く評価できる。 

一方で、教員組織については重大な問題があると指摘せざるを得ない。臨床検査学

科において、経年的に大学設置基準上必要な専任教員数が２名不足していることは大

学設置基準に抵触する問題であり、早急に是正されたい。専任教員が不足した背景と

して、両学科から独立した教員組織として総合基礎科目及び共通基礎科目を運営する

「医療教育・研究センター」を設置したことがあり、組織改編の際には専任教員の配

置も含めて管理することが必要である。この問題に対し、大学では専任教員の公募を

行っているほか、同センターのあり方を検討することとしており、その改善に着手し

ている。よって、重大な問題はあるものの、近い将来改善が期待できるものとして、

判定を保留とする。 

また、大学自身が教育研究等の質を保証するため、2018（平成 30）年度より「将来

計画委員会」を内部質保証の推進組織と位置付けたものの、内部質保証のための方針・
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手続は定められておらず、同委員会の権限も不明確である。このことから、内部質保

証体制を適切に整備し、そのうえで大学としてのＰＤＣＡサイクルを機能させて、教

育の改善及び質保証に取り組むことが強く求められる。なお、教育の質を保証してい

くためにも、大学の将来を見据えた中・長期計画を策定し、大学の諸活動を進めるた

めの方針を定めることが重要であり、自己点検・評価を踏まえて「将来計画委員会」

を中心に実現可能な計画・方針を立案・検討されたい。 

その他の課題として、教育においては、学位ごとに方針が定められていないほか、

シラバスの整備、学習成果の把握・評価に課題が見受けられる。さらに、社会連携・

社会貢献についても方針や責任体制が整備されておらず、教育環境の整備においては、

実験室の不足という課題を抱えている。また、大学運営において、規程の見直しや事

務組織の強化に加え、財政基盤の安定化が課題となっている。こうした課題を解決し、

教育研究活動の改善・向上につなげるためにも、上記の内部質保証システムの整備に

早急に取り組み、このシステムを機能させることが望まれる。今回、初めての機関別

認証評価を受けたことを機に、大学の諸活動に関する方針を適切に策定し、それに基

づいた活動を組織的に展開するとともに、継続的な自己点検・評価を通じた改善・向

上に取り組み、大学自らが教育等の質を保証していくことが期待される。 

 

 

Ⅲ 概評及び提言 

１ 理念・目的  

＜概評＞ 

学則において、大学の理念・目的を適切に設定し、学内はもちろん社会にも積極

的に公表している。また、中・長期計画については、「将来計画委員会」のもとで 2018

（平成 30）年度より検討を始めたところであり、今後、自己点検・評価の結果を踏

まえて実現可能な中・長期的目標の計画を立案することが求められる。 

  

① 大学の理念・目的を適切に設定しているか。また、それを踏まえ、学部・研究科

の目的を適切に設定しているか。 

学校法人の目的は、「学校法人天理よろづ相談所学園寄附行為」に、「この法人

は、教育基本法及び学校教育法に従い、学校教育を行い、人に尽くすことを自ら

のよろこびとする天理教の信条教育を基調として、医療に従事する献身的な人材

を育成することを目的とする」と定めている。さらに、これを受け、学則に「天

理医療大学は、教育基本法及び学校教育法に則り、人に尽くすことを自らのよろ

こびとするという天理教の信条教育を基調として、広く知識を獲得し、医療に関

わる専門性の高い技術を習得し、真摯に科学する精神を育み、人に対する深い愛

情と自分を律する謙虚な心をもった人材を育成することを目的とする」と設定し
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ており、大学の目的は、医療に関わる教育課程を主とする医療学部を設置する大

学としてふさわしい内容となっている。 

 

② 大学の理念・目的及び学部・研究科の目的を学則又はこれに準ずる規則等に適切

に明示し、教職員及び学生に周知し、社会に対して公表しているか。 

大学の目的は、学則に明示するとともに、大学案内に掲載し、ホームページ上

に公開している。また、在学生に対しては『学修ガイド』に、受験生やその保護

者等に向けては『学生募集要項』に大学の目的を記載し、それらを配付・説明し

ている。教員については、新任教員には採用時のオリエンテーションで説明して

いるほか、看護学科では助手・助教・講師で構成される助講会にて大学の目的に

関する説明や話し合いを行っており、臨床検査学科では学科長から若手教員への

説明の機会を利用して周知を図るなど、大学の目的の理解の深化に努めている。 

特に、大学の目的のもと、新入生には、「私たちは、天理医療大学の学生として、

『人に尽くすことを自らのよろこびとする』という建学の精神を胸に置き、高い

教養と専門的能力を培い、真摯に自律と協働の技と心を学ぶことを誓います」と

いう宣誓文に署名を求めている。また、看護学科の２年次生は、看護宣誓式にお

いて大学の目的を自分たちの言葉にした宣誓文を作り宣誓を行い、臨床検査学科

の３年次生は、実習開始前の宣誓書署名式において、「ヒポクラテスの誓い」を朗

読して宣誓しており、看護及び臨床検査という人間の生命に直結する医療分野の

教育課程において、学生に対して大学の目的の理解を深めさせ、責任感等を浸透

させる重要な機会となっている。 

 

③ 大学の理念・目的、各学部･研究科における目的等を実現していくため、大学とし

て将来を見据えた中・長期の計画その他の諸施策を設定しているか。 

大学の将来を見据えた中・長期の計画については、専門看護師（ＣＮＳ）コー

ス、助産学領域や臨床検査領域の大学院、海外の留学生を受け入れる国際コース

の設置、さらには他の専門領域（介護・福祉領域や育児領域等）の学科ないしは

学部の設置等について構想したことはあるものの、明文化されたものはない。2018

（平成 30）年４月に「将来計画委員会規則」が改定され、同委員会の開催が定例

化されたことから、自己点検・評価の結果に基づき、中・長期計画を早急に立案

するよう、改善が求められる。 

なお、2019（平成 31）年度から「将来計画委員会」において、「天理医療大学ビ

ジョン 2020（仮称）」の作成に着手するとしているため、適切な検討プロセスを経

て、実行可能な計画を策定することが望まれる。 

 

＜提言＞ 
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改善課題 

１）大学の将来を見据えた中・長期計画が立案されていないことから、「将来計画委

員会」を中心に、大学の自己点検・評価の結果を踏まえた実現可能性のある中・

長期計画を策定するよう、改善が求められる。 

 

２ 内部質保証  

＜概評＞ 

2018（平成 30）年度に「将来計画委員会」の運営に関する規程を改定し、内部質

保証に関することを同委員会の審議事項として明記したものの、内部質保証におけ

る同委員会の役割が明確でなく、現状として同委員会は内部質保証の推進を担って

いない。また、毎年の自己点検・評価を実施し、それに基づく改善は各学科等が実

施しているものの、その他の教育研究活動に関する委員会報告はそれぞれを所管す

る審議会が点検・評価するにとどまっており、自己点検・評価の結果を用いて改善・

向上に取り組むプロセスが築かれていない。これらのことから、内部質保証に関す

る方針及び手続を定めたうえで内部質保証システムを整備し、「将来計画委員会」を

中心とする全学的なＰＤＣＡサイクルを機能させるよう是正されたい。なお、自己

点検・評価の結果や財務状況及び教育情報は適切に社会に公表されている。 

  

① 内部質保証のための全学的な方針及び手続を明示しているか。 

内部質保証に関する基本的な考え方として、教育研究水準の向上を図り、大学

の目的を達成するために、教育研究活動並びに組織及び運営等の状況について自

ら自己点検及び評価を行うとしている。これについては、学則において規定して

いるが、自己点検・評価に関する規定であり、内部質保証のための全学的な方針

とはいいがたい。 

また、内部質保証に関する手続についても、後述する「運営審議会」及び「将

来計画委員会」に関する規程に定めているとしているが、いずれの規程の審議事

項にも内部質保証に関する事項は明示されていないため、内部質保証に関する手

続を明文化しているとはいえない。なお、2018（平成 30）年度に「将来計画委員

会」の規則を改定したものの、同委員会の審議事項が変更されたのみであり、内

部質保証に関する手続が定められているとはいえない。 

以上のことから、内部質保証に関する基本的な考え方を明確にしたうえで、そ

のための全学的な方針及び手続を明文化し、学内構成員で共有することが求めら

れる。 

 

② 内部質保証の推進に責任を負う全学的な体制を整備しているか。 

大学における教育研究活動及び運営に関する重要事項を審議するため、主に経
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営・広報・将来計画について審議する「運営審議会」、主に教育課程や授業方法の

改善・入学者及び学生に関する事項・図書について審議する「教育・研究審議会」、

主に教員人事・研究に関する事項や自己点検・評価について審議する「点検・評

価審議会」の３つの審議会を置いており、内部質保証の推進に責任を負う全学的

な組織は、「運営審議会」であるとし、同審議会のもとに設置している「将来計画

委員会」が内部質保証を推進する役割を担うとしていた。ただし、内部質保証の

推進は、「教育・研究審議会」や「点検・評価審議会」も担っているとしており、

内部質保証体制が整理できていない状況にあった。 

こうしたことから、2018（平成 30）年度に「将来計画委員会規則」を改定し、

同委員会の審議事項に内部質保証の推進に関する事項を明記することで、内部質

保証の推進に責任を負う組織の明確化を図った。 

ただし、各学科及び委員会・会議等の点検・評価の結果や教員が業務評価シス

テムに入力した結果については、「自己点検評価実施委員会」がとりまとめ、毎年

度の『自己点検評価報告書（年報）』として同委員会を所管する「点検・評価審議

会」に上程しているものの、「運営審議会」のもとに設置している「将来計画委員

会」が毎年の自己点検・評価の結果を用いて改善・向上に取り組むプロセスは明

確にされていない。また、「将来計画委員会」が内部質保証の推進に責任を負う組

織として明確に位置付けられてから間もないこともあるが、同委員会の審議には、

入学試験の概要から学生面談の結果、庶務的な課題等あらゆる事項が諮られてお

り、現状において必ずしもその役割を負っているとはいえない。 

これらのことから、「将来計画委員会」の内部質保証において果たす役割を明確

にし、「自己点検評価実施委員会」や同委員会を所管する「点検・評価審議会」、

さらに、教育内容・授業方法の改善に関する事項を審議する「教育・研究審議会」

等の諸組織との連携について明らかにするよう是正されたい。 

 

③ 方針及び手続に基づき、内部質保証システムは有効に機能しているか。 

３つのポリシー（学位授与方針、教育課程の編成・実施方針、学生の受け入れ

方針）については、教育研究上の理念に基づいて策定しているが、各学科の３つ

のポリシーを策定するうえでの全学的な基本方針は定められていないため、内部

質保証の推進に責任を負う組織が関わって、全学的な枠組みを検討するなど教学

マネジメントに努めることが望まれる。 

各学科及び委員会・会議等の自己点検・評価については、既述のように各部署

で行い、「点検・評価審議会」のもとに設置されている「自己点検評価実施委員会」

がとりまとめ、これに基づき各学科等が改善を図っている。その他に、教育に関

する内容については「教務委員会」、研究に関しては「研究委員会」から毎年の委

員会報告として所管する審議会である「教育・研究審議会」に報告しており、フ
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ァカルティ・ディベロップメント（以下「ＦＤ」という。）の機会に教員間で共有

した教育研究活動の改善に関わる事柄については、「教員・教育組織能力開発委員

会」がＦＤ等に関する取組みを担っているため、同委員会を所管する「運営審議

会」に報告しており、各審議会では報告される内容をもとに、それぞれ所管する

事項に関する点検・評価を行っている。なお、点検・評価における客観性・妥当

性を確保するべく学外有識者を招いた研究会・講演会を実施しているが、これら

は認証評価制度や大学の質保証への理解を深めるための研修会であり、点検・評

価の客観性・妥当性を高める取組みとはいいがいたい。 

さらに、2018（平成 30）年度から「運営審議会」のもとに設置している「将来

計画委員会」を内部質保証の推進に責任を負う組織と位置付け、規程の改定も行

ったものの、前述のように現段階では同委員会がその役割を果たしているとはい

えない。以上のことから、内部質保証における「将来計画委員会」の役割を明確

にするとともに、「将来計画委員会」が、毎年の自己点検・評価の結果を用いて改

善・向上に取り組むプロセスを明確にした内部質保証システムを構築することが

求められる。そのうえで、「将来計画委員会」を中心とした内部質保証システムを

機能させ、点検・評価の結果に基づき各学科及び委員会・会議等のＰＤＣＡサイ

クルを支援し、教学マネジメントを行っていくよう是正されたい。 

なお、文部科学省からの指摘事項については、「教育・研究審議会」のもとに「カ

リキュラム改正プロジェクト」を配置し、対応に取り組んでいる。 

 

④ 教育研究活動、自己点検・評価結果、財務、その他の諸活動の状況等を適切に公

表し、社会に対する説明責任を果たしているか。 

教育研究活動、財務等の諸活動の状況をホームページで公表し、定期的に更新

している。また、『自己点検評価報告書（年報）』を毎年発行し、ホームページに

公表することで社会への周知を図っており、情報の公開に積極的に取り組んでい

る。 

 

⑤ 内部質保証システムの適切性について定期的に点検・評価を行っているか。また、

その結果をもとに改善・向上に向けた取り組みを行っているか。 

全学的なＰＤＣＡサイクルの適切性・有効性については、「自己点検評価実施

委員会」がセメスターごとに検討し、授業評価アンケートや『自己点検評価報告

書（年報）』の改善に努めている。ただし、これは、同委員会が所管する事項に

ついての改善であり、必要に応じて「研究委員会」や「教務委員会」「教員・教

育組織能力開発委員会」と連携するとしているものの、内部質保証システムの適

切性について点検・評価する取組みとはなっていない。 

既述のように、2018（平成 30）年度からは「将来計画委員会」を内部質保証の
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推進に責任を負う組織として明確に位置付けるよう同委員会規則を改定するなど、

内部質保証システムの整備に向けて取り組みはじめたところであるため、今後は、

内部質保証システムを整備したうえで、その適切性・有効性を点検・評価する仕

組みを構築し、内部質保証システムの見直しを図ることが望まれる。 

 

＜提言＞ 

是正勧告 

１）2018（平成 30）年度より「運営審議会」のもとに設置している「将来計画委員

会」を内部質保証の推進に責任を負う組織として位置付けたものの、内部質保

証における同委員会の役割が明確でなく、現状として同委員会は内部質保証の

推進の役割を担っていない。また、毎年の自己点検・評価を実施し、それに基

づく改善は各学科等が実施しているものの、その他の教育研究活動に関する委

員会報告はそれぞれを所管する審議会が点検・評価するにとどまっており、自

己点検・評価の結果を用いて改善・向上に取り組むプロセスが築かれていない。

これらのことから、内部質保証についての方針及び手続を定めたうえで内部質

保証システムを整備し、「将来計画委員会」が各学科・研究科のＰＤＣＡサイク

ルを支援しながら、全学的なＰＤＣＡサイクルを機能させるよう是正されたい。 

 

３ 教育研究組織  

＜概評＞ 

医療学部に看護学科、臨床検査学科を設置し、看護師と臨床検査技師の育成のた

めの専門教育を行っている。また、教養教育や基礎教育を担う組織として、「医療教

育・研究センター」を置いている。これらの設置されている教育研究組織と大学の

目的の整合性及び教育研究組織の適切性について自己点検・評価とその結果に基づ

く改善・向上の取組みは実施されていないため、着実に実施することが望まれる。 

 

① 大学の理念・目的に照らして、学部・研究科、附置研究所、センターその他の組

織の設置状況は適切であるか。 

医療学部のみを設置する大学であり、学部には２つの学科（看護学科、臨床検

査学科）が置かれ、看護師と臨床技師の育成のための専門教育を行っている。医

療学部の設置は、医療の専門職を養成するという大学の目的と整合している。 

また、２つの学科に共通する教養教育や基礎教育を担う組織として、学科・研

究科の組織とは別に「医療教育・研究センター」を置き、三者が連携して教育及

び研究を実施する体制を構築している。この「医療教育・研究センター」では、

大半の「総合基礎科目」及び「共通専門科目」の運営を担っており、その他にも

外部講師が行う講義・演習の調整を行っている。 
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② 教育研究組織の適切性について定期的に点検・評価を行っているか。また、その

結果をもとに改善・向上に向けた取り組みを行っているか。 

教育研究組織の適切性の点検・評価について、開学から４年間の教育研究活動

の実績を踏まえて、2016（平成 28）年に「将来計画委員会」から「運営審議会」

への提案を経て、理事会の承認により前述の「医療教育・研究センター」の設置

に至った。 

ただし、教育研究組織に関しては、これまで定期的には点検・評価を行ってい

なかったため、今後は、教育研究組織の適切性について自己点検・評価を担う組

織を明確にして取り組むとともに、その結果について「将来計画委員会」を中心

とする内部質保証システムを整備したうえで点検・評価の結果に基づく改善・向

上へ取り組むことが望まれる。 

  

４ 教育課程・学習成果  

＜概評＞ 

大学の目的に基づき、学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）及び教育課程の編

成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）を定めているが、看護学科及び臨床検査

学科では異なる学位を授与しているものの、これらの方針は授与する学位ごとに設

定していないため、改善が求められる。教育課程は各学科の専門分野に応じて適切

に編成されている。ただし、学生の学習を活性化するために、学部内でシラバスで

の記載方法を統一して具体的な目標を示そうとしているものの、科目ごとの表記に

精粗がみられることから、教員に対し表記の改善の必要性を周知するとともに、シ

ラバスの記載内容をチェックする体制を整備することが求められる。また、学習成

果を測定する取組みが不十分であるため、これを適切に実施し、「将来計画委員会」

が各学科を支援して、その結果に基づいた教育内容の改善を図ることが求められる。 

  

① 授与する学位ごとに、学位授与方針を定め、公表しているか。 

学位授与方針は、所定の単位を修得したうえで、「豊かな人間性、高い倫理観と

プロフェッショナリズム」「良好な人間関係を築くためのコミュニケーション能力」

「看護学あるいは臨床検査学の専門性の高い知識と技術を持ち、それらを総合的

に活用できる思考力・分析力」「医療チームのなかで専門性を発揮するための自律

する力とチームの力を引き出すための協働する力」「常に学習し、医療のなかで直

面する課題を真摯に科学する心を持って探究する力」の５項目に到達した学生に

学士の学位を授与すると定めている。 

ただし、看護学科と臨床検査学科が授与する学位は、学士（看護学）、学士（臨

床検査学）と異なるものの、学位授与方針は学位ごとに設定されていないため、
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改善が求められる。 

学位授与方針は、大学のホームページ上に掲示するほか、『学修ガイド』によっ

て学生への周知を図っている。また、受験生に対しては『学生募集要項』に記載

して、ホームページを通じて公表している。 

 

② 授与する学位ごとに、教育課程の編成・実施方針を定め、公表しているか。 

教育課程の編成・実施方針には、教育課程の教育内容、教育課程を構成する授

業科目区分や授業形態について基本的な考え方が示されている。なお、学位授与

方針に定めた５項目に沿って教育課程の編成・実施方針が定められている。 

しかし、前述のように看護学科と臨床検査学科では、授与する学位が異なるも

のの、教育課程の編成・実施方針は学位ごとに設定されていないため、改善が求

められる。 

教育課程の編成・実施方針は、大学のホームページ上に掲示するほか、『学修ガ

イド』によって学生に周知されている。また、受験者に対しては『学生募集要項』

に記載して、ホームページを通じて公表している。 

 

③ 教育課程の編成・実施方針に基づき、各学位課程にふさわしい授業科目を開設し、

教育課程を体系的に編成しているか。 

各科目は、「総合基礎科目」「共通専門基礎科目」及び「専門科目」（看護専門科

目、臨床検査専門科目）に分類され、それぞれが２～９の小区分に分類されてい

る。教育課程は、「総合基礎科目」や「共通専門基礎科目」で専門的な学習の基盤

を培ったうえで、学科ごとの「専門科目」を多く学ぶように構成されており、専

門科目については講義から演習、実習へとより実践的に発展するよう、順次性が

考慮されている。 

科目編成は、教育課程の編成・実施方針の柱となっている５項目に対応してお

り、例えば、学位授与方針のうち「豊かな人間性、高い倫理観とプロフェッショ

ナリズムの育成」については、総合基礎科目の「こころと身体」「生活と社会」及

び共通専門基礎科目の「協働的医療実践の基礎」の科目で教育を行っている。さ

らに、学位授与方針のうち、「良好な人間関係を築くためのコミュニケーション能

力の育成」については、総合基礎科目の「コミュニケーション」「言語と国際性」

で主として教育を行うなど、学位授与方針と教育課程の編成・実施方針が連関し

たうえで、科目配置とも整合性がとれている。 

なお、2018（平成 30）年度からの新カリキュラムにおいては、各年次の科目配

当を工夫し、可能な限り各年次の開講科目の単位数が均等になるようにしている。 

 

④ 学生の学習を活性化し、効果的に教育を行うための様々な措置を講じているか。 
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学生の授業への主体的な参加を促すために、ウェブページ上に e-learningシス

テムを含むＬＭＳ（Learning Management System）を構築し、「授業計画と各授業

テーマ、それに関連する資料（スライドや参考資料）、動画等の提示」「復習を目

的とした各授業回の小テストの設定」「授業のレポート課題の設定と提出」「授業

準備のための指示」等に活用されている。また、学外からもＬＭＳへの接続が可

能であり、パソコンだけでなくスマートフォンからのアクセスも可能となってい

ることは、学生の利便性を高める措置として評価できる。 

授業における学生数については、「総合基礎科目」及び「共通専門基礎科目」は

２つの学科の共講科目であることから合同で授業が行われるため、大人数での開

講となっている。一方、各学科の「専門科目」においては、講義科目は学年単位

で実施し、演習科目、実験・実習科目においては、少人数でのグループワークを

行っている。 

シラバスについては、教員に対して全学的に統一したフォームで作成し、科目

の目的を明記し、各科目における学生の到達目標を具体的に示し、成績評価方法

及び基準については、筆記試験、レポート、記録等（実習記録、課題検討の記録

等）、その他の４つを定め、複数の形式を用いる場合はそれらの比率も含め具体的

に記入するよう伝えている。しかし、科目によっては不明確な表現や統一された

フォームに沿っていないものも散見され、シラバスの記載に精粗がみられる。そ

のため、教員に対し表記内容の改善の必要性を周知するとともに、シラバスの記

載内容を確認する体制を整備するよう、改善が求められる。 

履修指導については、『学修ガイド』に必要事項を記載するとともに新入生につ

いては入学時にオリエンテーションで指導し、在学生については各年次当初に履

修オリエンテーションを開催している。また、学年ごとに専任教員によるチュー

ターを配置し、履修指導も担当しているほか、各種テスト等の結果を踏まえて、

学生支援とあわせて指導を行っている。 

単位の実質化への取組みについては、１年間に履修登録できる単位数の上限を

48単位としており、単位数に応じた授業時間を設定している。なお、『学修ガイド

（2018（平成 30）年度版）』において、前年度まで記載されていた当該制度につい

ての記載がないため、適切に学生への周知を図ることが望まれる。 

 

⑤ 成績評価、単位認定及び学位授与を適切に行っているか。 

各科目の成績は、シラバスに明示された筆記試験、レポート等各科目で定めら

れた評価方法を総合的に判断して判定しており、その得点によって評価している。

成績評価の客観性の担保のための措置として、科目責任者がシラバスに明記した

方法及び基準で評価した内容について、「教務委員会」でその客観性、妥当性を審

議したうえで、その結果を「教育・研究審議会」に報告している。 
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既修得単位については、学生からの既修得単位の認定申請を受け、該当する科

目責任者の意見を踏まえて、「教務委員会」で認定を行っている。 

卒業の認定については、学則に定める必要な単位を修得した学生を対象に、「教

育・研究審議会」での審議を経て、学長が卒業及び学位授与を決定している。 

 

⑥ 学位授与方針に明示した学生の学習成果を適切に把握及び評価しているか。 

学習成果の把握に当たり、ＧＰＡ（Grade Point Average）を用いて学生の修学

状況を分析し、個別指導の資料としているほか、個別の科目では、試験、レポー

ト評価、技術試験、授業態度、グループワークへの取組み状況、実習記録等で個

別の学生の学習成果の把握に努めている。 

しかし、これらは成績評価の分析にとどまっており、学位授与方針に示した学

習成果の把握・評価方法に関する方法や基準が確立されていないため、適切に学

習成果を測定するよう改善が求められる。 

 

⑦ 教育課程及びその内容、方法の適切性について定期的に点検・評価を行っている

か。また、その結果をもとに改善・向上に向けた取り組みを行っているか。 

個々の授業科目の適切性の評価については、学生授業評価アンケート、教員の

授業自己評価及び前述のＧＰＡの分析を併せて活用している。また、ＧＰＡにつ

いては、学年ごとのＧＰＡの推移を把握して、入学時の基礎学力試験との相関を

算出し、学生の個別指導に役立てている。 

学生授業評価アンケートは、ＬＭＳを用いて科目別平均点と自由記載を用いて

行ってきたが、教員への実施の周知が十分でなく、実施率が低いことを大学自ら

も課題としているため、改善が望まれる。また、教員の授業自己評価の結果は、

学内ネットワークで公表しているものの、これについても実施率は高くなく、教

員・科目間での記載に精粗が見受けられるため、自己評価実施率の向上を目指す

とともに、今後は評価内容についても検討していくことが望まれる。 

教育課程及び教育内容の見直し・検討については、各学科の「専門科目」は各

学科長、「総合基礎科目」及び「共通基礎科目」は「医療教育・研究センター」の

責任のもと行われている。また、看護学科においては、2017（平成 29）年度に「看

護学教育検討ワーキング」を立ち上げ、看護学科の教育課程の見直し及び検討を

実施し、改善を図っている。さらに、2018（平成 30）年度からは、「教育・研究審

議会」のもとに、カリキュラムの全学的な方向性について調整する「カリキュラ

ム検討委員会」を設置したものの、教育課程の内容・方法の適切性を点検・評価

する全学的な組織は設けられていない。したがって、「将来計画委員会」を中心と

した内部質保証システムを整備したうえで、点検・評価の結果に基づく改善・向

上に取り組むよう改善が求められる。 
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＜提言＞ 

改善課題 

１）医療学部の学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針は、授与する学位ごと

に設定されていないため、これらを適切に定めるとともに、教育課程の適切性

を点検・評価する体制を確立するよう、改善が求められる。 

２）シラバスにおいて、成績評価方法及び基準の記載に精粗があるため、改善を図

るとともに、シラバスの記載内容をチェックする体制を整備するよう、改善が

求められる。 

３）ＧＰＡの分析を行い、学生指導に活用しているものの、その内容は成績評価の

分析にとどまっており、学位授与方針に示した学習成果の把握・評価は十分に

行われていないため、改善が求められる。 

 

５ 学生の受け入れ  

＜概評＞ 

学生の受け入れ方針を定め、求める学生像や必要な知識・能力については明確に

示している。入学者選抜の施行、運営体制の整備等は、「入試管理会議」及び「入試

委員会」を中心に適切に行われている。さらに、学生の受け入れの適切性について

も「入試管理会議」にて定期的に点検・評価し、検証を行っているものの、内部質

保証システムの体制のもとで点検・評価を行い、改善・向上への取組みを行うこと

が求められる。 

  

① 学生の受け入れ方針を定め、公表しているか。 

学生の受け入れ方針については、学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針

と関連させたうえで、「将来医療者として社会に貢献したいという志」「幅広い教

養や深い専門的知識と豊かな人間性を兼ね備えた医療人となるという強い意志」

をもった学生を受け入れるとしており、求める学生像を明示している。そのうえ

で、「専門職業人としての学習をするための基礎的な資質や能力として、高等学校

教育で達成しておくべき基礎学力、文章の読解力と記述力、自己の考えを発言す

る力を重要視」した入学者選抜を行うことを明記し、高等学校卒業時までに修得

する科目等を具体的に示している。 

学生の受け入れ方針は、ホームページ上に掲載するとともに大学案内や『学生

募集要項』に掲載し、適切な方法で周知を図っている。また、学校訪問や年間で

複数回にわたって実施しているオープンキャンパスにおいて、高等学校の進路指

導教員、高校生、保護者に対して大学案内等を配付し、説明を行っており、さら

なる理解を促している。 
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② 学生の受け入れ方針に基づき、学生募集及び入学者選抜の制度や運営体制を適切

に整備し、入学者選抜を公正に実施しているか。 

入学者選抜は、学生の受け入れ方針に基づき、指定校推薦入試、公募推薦入試

及び一般入試の３つの方法で行っている。運営体制については、「教育・研究審議

会」のもとに「入試管理会議」を置き、入学試験日程、入学試験方法、作問の管

理、入学試験の運営に関する計画を立案して実施しているが、「学校法人天理よろ

づ相談所学園入学者選抜規則」には、「入学者選抜の実施日程、出願書類、選抜方

法その他の入学者選抜の実施に当たっては必要な事項は、入試委員会で定め、学

長に報告しなければならない」とある。さらに、入学試験の合格者についても「入

試管理会議」が案を作成し、「教育・研究審議会」が審議・決定しているが、同規

則において、「合格者の決定は、入試委員会・教授会の議を経て学長が行う」と規

定しており、運営体制に加え合格者の決定についても規程とは矛盾していること

から、早急に適切な規程等の整備が望まれる。 

なお、「入試管理会議」では入学後の成績を分析し、入学試験方法の妥当性の検

証も行っており、「入試委員会」がマニュアルの作成や監督者説明会の開催を行っ

ている。 

 

③ 適切な定員を設定して学生の受け入れを行うとともに、在籍学生数を収容定員に

基づき適正に管理しているか。 

学生の受け入れにおいて、入学者数、在籍学生数ともに定員に沿って適切に管

理できているが、臨床検査学科では、入学定員及び収容定員をやや下回る状況と

なっている。これに対しては、高等学校訪問等の広報を強化するとともに、天理

よろづ相談所病院と連携し、臨床検査技師一日体験を開催しているほか、高等学

校教員を招いての説明会や病院見学等を行うなど、受験者の確保対策を積極的に

行っており、こうした取組みが成果につながることを期待する。 

 

④ 学生の受け入れの適切性について定期的に点検・評価を行っているか。また、そ

の結果をもとに改善・向上に向けた取り組みを行っているか。 

学生の受け入れの適切性の点検・評価に関して、「入試管理会議」のもと、３つ

の入学試験方法とそれぞれの試験内容について、平均得点及び入学直後の基礎学

力試験、入学後のＧＰＡの推移を算出し、これに基づく検証の結果を次年度以降

の受験科目等の変更に反映させている。 

一方、2018（平成 30）年度の入学試験における不適切な問題の混入があったこ

とから、作問を担当しない教員による問題の確認を行う体制の整備がなされたと

ころであり、この点を踏まえた継続的な点検・評価が行われることを期待したい。
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また、両学科の各入学試験における受験者等のデータを踏まえて、入学者定員の

確保に向けた検証の実施が望まれる。さらに、「入試管理会議」及び「入試委員会」

での自己点検・評価の結果を、全学的な観点から改めて点検・評価し、「将来計画

委員会」を中心とする全学的な内部質保証システムのもとで改善・向上への取組

みにつなげることが望まれる。 

 

６ 教員・教員組織  

＜概評＞ 

教員組織の編制方針について、設置申請計画書に従った整備を方針としているが、

新たな教員組織を設けていることから見直すとともに、求める教員像についても検

討が求められる。また、大学設置基準上必要な専任教員数が不足している学科があ

るため、是正されたい。教員の募集等の手続については適切に定められており、Ｆ

Ｄ活動についても研修会や教員同士のワークショップを実施し、業務評価システム

によって教員の諸活動を把握し資質向上に役立てている。教員組織の適切性につい

て今後は定期的な自己点検・評価結果に基づいて、改善・向上に向けた取組みが実

施されることが望まれる。 

 

① 大学の理念・目的に基づき、大学として求める教員像や各学部･研究科等の教員 

組織の編制に関する方針を明示しているか。 

求める教員像として、学則に定めた育成する人材像の要素を兼ね備えるように

努力することとしているが、大学として独自の求める教員像を明確に示すことが

望まれる。 

また、設置申請計画書に沿って教員組織を編制することを方針としてきたが、

教育効果をより高めるため、総合基礎科目及び共通専門基礎科目の教育を主に担

当する教員組織として「医療教育・研究センター」を独立して設置している現状

等を踏まえて、教育課程を実施するうえで必要となる教員組織の編制方針につい

ても明確に定め、学内で周知・共有することが求められる。 

 

② 教員組織の編制に関する方針に基づき、教育研究活動を展開するため、適切に教

員組織を編制しているか。 

大学全体及び看護学科では、大学設置基準上必要となる専任教員数を満たして

いるものの、臨床検査学科では、2017（平成 29）年度から 2018（平成 30）年度に

かけて、大学設置基準上必要となる専任教員数が不足している状態が続いている

ため、是正されたい。これについては、2016（平成 28）年に「医療教育・研究セ

ンター」を新たに設けた際に、学科の教員を異動させたことに伴う不足であり、

大学における専任教員数の管理が十分でなかったことに起因する。ただし、2018
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（平成 30）年に公募を実施しており、また、同センターのあり方についても見直

すこととしているため、これらの取組みを遂行し、適切な教員組織を編制するこ

とが求められる。 

なお、必修科目における専任教員の担当割合や専任教員等の職位別の年齢構成、

男女構成比は、学部・学科の特性に鑑みて適正である。今後は、教員組織の編制

方針を定めたうえで、方針に即して適切に編制することが望まれる。 

 

③ 教員の募集、採用、昇任等を適切に行っているか。 

教員の募集、採用、昇任の基準及び手続は「教員等選考規則」で明示しており、

適切に定められている。2018（平成 30）年度から、教員等の採用は、原則、候補

者を公募することにより行うこととしており、公正性に配慮している。 

 

④ ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）活動を組織的かつ多面的に実施し、

教員の資質向上及び教員組織の改善・向上につなげているか。 

教員の教育能力の向上、教育課程や授業方法の開発及び改善につなげるための

ＦＤ活動は、開学準備期間から実施されている。当初は学外の講師による講義形

式であったが、開学後の 2014（平成 26）年度からは「教員・教育組織能力開発委

員会」で審議・企画立案された教育活動にかかる「ＦＤ研修会」が年２回程度実

施されている。また、2014（平成 26）年度以降は、学内の諸課題の共有化と解決

策の検討を学内教員同士のワークショップを通じて行っている。ＦＤ研修会、ワ

ークショップの活動をまとめた成果物は教員に配付されており、学内共有が適切

に行われている。 

教員の教育活動、学務活動（組織運営）、学外活動及び研究業績の４つの活動を

把握するために、業務評価システムを導入し、活動ごとにそれぞれポイントを付

与し、教員等のこれらの活動を数値化している。すべての区分の獲得ポイントを

合算した総ポイント数に応じて、職位に応じた固定の研究費とは別に研究費を評

価分研究費として配分している。また、これらの入力作業を通じて、各教員は年

間の各活動の自己評価に生かすとともに、この結果を公表することで客観性の担

保にも努めており、教員の資質向上に資する取組みといえる。 

 

⑤ 教員組織の適切性について定期的に点検・評価を行っているか。また、その結果

をもとに改善・向上に向けた取り組みを行っているか。 

教員組織の適切性の点検・評価について、当初は各学科長が評価をしていたが、

大学運営や将来構想と関係する事項であることから、新年度開始から半年後を目

安に各学科長が教員組織を点検し、その改善案を「将来計画委員会」に提示した

うえで、同委員会で点検・評価を行っている。ただし、上述のように、経年的に
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専任教員数が不足しているなど大きな問題も生じていることから、「将来計画委員

会」が中心となる全学内部質保証システムのもと、適切な教員組織の適切性の点

検・評価を実施し、その結果に基づいて改善・向上を図り、教員・教員組織の質

を保証することが求められる。 

 

＜提言＞ 

是正勧告 

１）医療学部臨床検査学科において、大学設置基準上必要となる専任教員数が 2018

（平成 30）年度は２名不足しているため、教員組織を適切に編制するよう是正

されたい。また、専任教員の不足は経年的に生じていることから、大学として

求める教員像及び教員組織の編制方針を定め、これに基づく教員組織の適切性

を点検・評価し、教員・教員組織の質の保証に取り組むことが求められる。 

  

７ 学生支援 

＜概評＞ 

学生支援の方針はあるが、具体的に明示されていないため、具体的な方針を定め、

教職員への共有と学生への周知が望まれる。修学面、経済面、生活面、進路面での

各種の組織的な支援内容は、充実している。特に修学面で問題のある学生へのきめ

細かな支援体制（チューター制度等）と、新入生に対する入学直後の基礎学力テス

ト実施及びその結果に基づく支援や、成績不振者に対する組織的な支援については

高く評価できる。しかし、学生支援の内容やその体制等に関する点検・評価につい

ては、担当部局により『自己点検評価報告書（年報）』を作成して「教育・研究審議

会」へ報告するにとどまっていることから、内部質保証システムを整備し、改善・

向上に取り組むことが望まれる。 

  

① 学生が学習に専念し、安定した学生生活を送ることができるよう、学生支援に関

する大学としての方針を明示しているか。 

学生支援に関して、『点検・評価報告書』において、教育研究上の目的を基本と

し、「この目的を達成するために、学生の修学支援、生活支援、課外の自律的な活

動の支援、進路支援を行っている」としているが、これについて明文化していな

い。一方で、「学生チューター制度に関する規則」の目的に、「学生同士および教

員とのふれあいや交流を通して、豊かな人間性の形成に努め、有意義な大学生活

を実現することを目的とする」との記載があることから、部分的に学生支援に関

する方針が示されている。今後は、学生支援の方針を改めて検討し、明文化した

うえで、教職員で共有することが望まれる。 
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② 学生支援に関する大学としての方針に基づき、学生支援の体制は整備されている

か。また、学生支援は適切に行われているか。 

学生支援は、「学生委員会」と学生支援課が中心に行っている。修学支援につい

ては、専任教員によるチューターを置き（学年ごとに看護学科４名、臨床検査学

科２名）、新入生には４月初旬に基礎学力テストを行い、補習が必要と判断した学

生等に対して補習授業を行っている。また、成績不振者（全学年）に対しては、

面談等を実施し、早期の問題解決を図っている。さらに、留年者や休学者等には、

学科長や保護者も加え、生活面も踏まえた指導を実施している。チューター活動

を通じて確認された問題点等については、必要に応じて大学全体の「チューター

会議」等で共有し、問題を解決している。チューター制度を含む修学支援の内容

は、学生に対するきめ細かな支援体制であり、これによって履修の不備がなくな

るなど、将来的には留年・退学等の防止策として機能することが可能であること

を踏まえ、高く評価できる。 

学生への定期試験結果や休講等の連絡は、大学が独自に設けたポータルサイト

によって行われ、シラバスや時間割等はＬＭＳと紙媒体により周知している。な

お、学生が忌引、伝染病等、学生自身の責任に帰さない理由による欠席をした場

合について、公認欠席の扱いを希望する学生に対しては、申請をさせたうえで、

補習授業や課題を提示した個別指導を行い、成績評価につなげている。経済的な

支援については、特待生制度や、日本学生支援機構による奨学金のほか、大学独

自の奨学金と貸費制度が整備されている。 

生活面での支援については、チューターによる支援のほか、ハラスメント防止

や精神的な問題を含めた健康面について、学内における連係した体制が整備され

ている。 

進路面での支援については、「キャリア支援委員会」と就職・渉外課の就職係が

中心となり、就職活動支援と就職説明会や就職前教育等のほか、チューターによ

る就職個別面談を行っている。学生の社会的及び職業的自立に向けたキャリア形

成支援については、看護学科では、天理よろづ相談所病院のスタッフによる説明

会を開催し、臨床検査学科では、卒業生による講演会や進路相談に加えて、就職

希望者が多い病院からのスタッフを招いて行う講演会や就職相談等を行っている。 

その他、大学祭・自治会の活動支援、各種講習会の開催と自己啓発のためのパ

ンフレット配付のほか、国家試験対策として、臨床検査学科では大学自作の模擬

試験や成績不振者に対する補講、看護学科では学内模擬試験や業者による模擬試

験の実施等、学科の状況に合わせた支援を実施している。 

 

③ 学生支援の適切性について定期的に点検・評価を行っているか。また、その結果

をもとに改善・向上に向けた取り組みを行っているか。 
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学生支援に関して、大学生活上の問題について、前期と後期の年２回、「学生委

員会」等の関連する委員会の委員長や学部長等と学生との意見交換会を実施して

おり、聴取した意見をもとに必要な改善を行っている。また、「チューター会議」

において、「学生委員会」の委員も出席し、学生面談等におけるさまざまな要望・

課題やその対応等について情報共有し、その結果を「教育・研究審議会」に報告

している。さらに、「教務委員会」や「学生委員会」においても、学生支援の内容

について検討し、その結果を「教育・研究審議会」にて報告し、審議する体制と

なっている。 

しかし、学生支援の適切性に関する定期的な点検・評価については、「学生委員

会」等により『自己点検評価報告書（年報）』を作成し、「教育・研究審議会」等

へ報告するにとどまっており、今後は「将来計画委員会」を推進組織とする内部

質保証システムのもと、点検・評価の結果に基づく改善・向上への取組みを行う

ことが望まれる。 

 

＜提言＞ 

長所 

１）学年ごとに複数の専任教員をチューターとして配置し、全学生を対象とした定

期的な面談を通じて学生の状況を確認したうえで、その内容を定期的に開催す

る「チューター会議」で共有し、個々の学生に必要な対策を講じている。指導

に当たっては、各学年の成績評価に加え、入学試験の結果や入学時の基礎学力

テストの結果等も用いて、生活面も踏まえた指導を継続的に実施しており、将

来的には留年・退学者をあらかじめ防ぐことにつながることが期待できること

から、充実した指導体制のもと、きめ細かな学習支援を行っていることは評価

できる。 

 

８ 教育研究等環境 

＜概評＞ 

教育研究活動に関する環境整備の方針を定めていないものの、校地・校舎面積等

は法令要件を満たしており、ネットワーク環境についても適切に整備されている。

図書館については概ね整備されているが、スペースの拡充や蔵書数のさらなる充実

が期待される。また、教員の研究活動の促進については、研究助成金を支給し、研

究倫理の遵守に関する取組みが行われているが、大学としての教員の研究に対する

基本的な考えが明確化されていない。今後は、教育研究活動に関する環境整備の方

針を明確に定め、教育研究等環境の適切性についての定期的な点検・評価を着実に

実施し、その結果に基づいた改善・向上に取り組むことが望まれる。 

  



天理医療大学 

 

19 

 

① 学生の学習や教員による教育研究活動に関して、環境や条件を整備するための方

針を明示しているか。 

教育に当たる教員も教育研究上の目的に定めた人材像を目指して自己研鑽を深

めることが求められると『点検・評価報告書』に記載しているが、学生の学習環

境の整備にかかる方針を明示しているとはいえない。また、教員の就労条件は規

定されているが、教育研究活動を実施するための環境や条件の整備についての方

針は示されていない。これらのことから、大学として教育研究活動に関する環境

整備のための方針を明確に定め、教職員で共有することが望まれる。 

 

② 教育研究等環境に関する方針に基づき、必要な校地及び校舎を有し、かつ運動場

等の教育研究活動に必要な施設及び設備を整備しているか。 

校地、校舎及び運動場の面積は、大学設置基準を満たしている。 

学生の学習、教員の教育研究を円滑に進めるための施設・設備の整備が不十分

であり、教室や演習室等の学生の教育の場や、研究室・実験室等の教員の研究の

場の充実が必要であると自己点検・評価しており、実際に学生の教育のスペース

である演習室を教員が実験に使用している事例もあることから、実験・実習分野

の教育研究環境として適切な施設・設備を整備することが求められる。これに対

して資金の確保を図っていくことが課題となっているが、それに向けての具体的

な計画は策定されていないため、計画的に取り組むことが望まれる。 

保守の必要な設備や機器については定期的な保守点検を行っており、「安全管理

委員会」による学内の巡視を年に１回行い、その結果を「運営審議会」に報告し

て、必要な安全対策を講じているほか、動物舎の使用状況・メンテナンスについ

ては「実験動物管理委員会」が取り組んでいる。一方で、バリアフリーについて

は、一定の整備は認められるが、各校舎の移動等の配慮についてさらなる整備が

期待される。 

ネットワーク環境については、学生全員がパソコンを持ち、有線及び無線ＬＡ

Ｎを使用してインターネットを活用できるよう各種システムを導入し、学内ネッ

トワークを整備して連絡や情報共有に活用している。また、ＬＭＳの導入により

時間や場所を問わず学習できる環境を整えており、学生と教員間の授業資料の配

付、小テストの実施、レポート提出受付を可能としていることは適切である。な

お、情報倫理の確立を図るため、情報セキュリティにかかる大学としてのポリシ

ーを作成中であり、情報の取り扱いに関するマニュアルについても、「情報セキュ

リティ委員会」において作成中である。ただし、学生に向けた情報倫理教育の実

施は行われていない。また、学校法人として「個人情報の保護に関する規則」を

定めているものの、個人情報漏えいの問題が生じているので、発生事案の原因究

明と早急な対策の実施等運用細部の改善が望まれる。 
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③ 図書館、学術情報サービスを提供するための体制を備えているか。また、それら

は適切に機能しているか。 

図書館は、学生と教員の交流を視野に入れ、教員の研究室が置かれている研究

棟に設置されている。毎年蔵書数を増やしており、国立情報学研究所が提供する

学術コンテンツや他の図書館とのネットワークを整備している。電子ジャーナル、

電子書籍、学術論文と教育研究資料整理ソフトの導入等が進んでいる。また、専

門的知識を有する専任職員を配置し、利用目的に応じて閲覧スペースを用意する

など図書館環境を適切に整備している。ただし、学生数及び教員数に照らして、

より一層のスペースの拡充、学術情報へのアクセス数の増加及び洋書を含めた蔵

書の充実が望まれる。 

 

④ 教育研究活動を支援する環境や条件を適切に整備し、教育研究活動の促進を図っ

ているか。 

学則で規定した「広く知識を獲得し、医療に関わる専門性の高い技術を習得し、

真摯に科学する精神を育み」という教育の目標が、教員等の研究についての大学

の考え方でもあるとしているものの、その妥当性や独自の考え方の明文化を検討

することが望ましい。 

教員の研究活動を支援する方法として、教員の大学院への進学を可能とし、「教

員の就学等についての申し合わせ事項」を定めている。教員の研究活動を刺激し、

新たな研究手法を学ぶために定期的に講演会等も開催されている。教育研究の成

果を発表する場として、『天理医療大学紀要』を毎年発行しているが、研究報告が

少なくその目的を十分達成できているとはいえないため、今後の充実が期待され

る。 

研究費については、個人研究費（固定分、職位別）、個人研究費（評価分）、若

手研究費、学内共同研究助成金を支給している。なお、科学研究費補助金、科学

研究費以外の外部研究助成金等の獲得に向け、大学としての教員支援策等を大学

の方針として設定し、着実に実施することが望ましい。 

教員が研究技能を高めることを支援する目的で、リトリート、共同研究発表等

の機会でピアレビューを実施しているほか、「研究倫理審査委員会」での倫理審査

の機会を通じて、研究に対する助言等を行っている。ただし、後述するように、

研究倫理審査の範囲と研究支援としての助言は明確に区分して取り組むことが望

まれる。 

 

⑤ 研究倫理を遵守するための必要な措置を講じ、適切に対応しているか。 

研究倫理を遵守するため、「研究倫理審査委員会」を設置し、諸官庁、諸団体の
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定めた倫理指針を基準として研究計画の事前審査を実施している。公的研究費の

適正かつ効率的な管理・運用が諸規程により確保されている。さらに、具体的な

公的研究費の不正防止計画を立て、その実施のための「公的研究費内部監査要領」

と「公的研究費の不正に係る調査の手続き等に関する細則」に加えて、公益通報

者を保護する規則も定めている。研究活動の特定不正行為を事前に防止するため

に「特定不正行為等防止細則」を定めている。これらの諸規程により、公的研究

費の不正使用や研究活動の不正を防止する取組みが規定されている。 

教員へのコンプライアンス教育及び e-learningでの研究倫理教育を定期的に実

施しており、ほとんどの教員が受講している。また、分野の専門性に鑑みて、教

員等の研究のほとんどが「研究倫理審査委員会」の審査の対象であるため、「研究

倫理審査委員会」による倫理審査活動を通じて、研究倫理の遵守の徹底を図って

いることは適切である。一方で、同委員会に内容の不十分な研究計画書が提示さ

れた際には、研究内容の有益性や手法の妥当性にまで踏み込んだ審査を実施して

いるが、倫理審査の役割を逸脱する可能性があることから、こうした支援と審査

の役割分担を明確にしておくことが望ましい。 

 

⑥ 教育研究等環境の適切性について定期的に点検・評価を行っているか。また、そ

の結果をもとに改善・向上に向けた取り組みを行っているか。 

教育研究等環境の適切性の点検・評価について、「自己点検・評価委員会」が教

員の研究業績や外部資金の獲得状況に照らして点検・評価を行っているほか、「研

究委員会」では若手研究者への研究助成制度の創設に取り組むなどの改善を図っ

ている。ただし、実験室が不足していることや教員の研究室の充実等施設・設備

に関する課題が生じていることから、教育研究環境の整備に関する方針を定めた

うえで、「将来計画委員会」を中心とする内部質保証システムを整備したうえで、

点検・評価の結果に基づく改善・向上に向けた取組みを推進することが望まれる。 

 

＜提言＞ 

改善課題 

１）実験室が不足していることから、学生の教育のスペースである演習室を教員が

実験に使用している事例が見受けられるなど、実習を伴う医療分野における学

習・教育研究活動を実施するための適切な環境が整備されているとはいえない。

今後は、教育研究等環境の整備に関する方針を明らかにしたうえで点検・評価

を着実に実行し、具体的な改善計画を立案・実施していくことが求められる。 

  

９ 社会連携・社会貢献  

＜概評＞ 
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大学の教育の目的に基づき、社会に貢献することを方針としているが、活動に関

しての具体的な方針が明示されていない。また、社会連携・社会貢献を推進する仕

組み・組織がなく、多くの取組みは教員・学生の個人的な活動であるため、大学と

して社会連携・社会貢献活動の方針及び推進体制を整備したうえで、取組みの適切

性を点検・評価するよう、改善が求められる。 

 

① 大学の教育研究成果を適切に社会に還元するための社会連携・社会貢献に関する

方針を明示しているか。 

学則に示された大学の教育の目的に基づき、大学及びその構成員が社会と連携

し、社会に貢献することを活動の方針としている。しかし、大学の教育の目的に

は活動に関しての具体的な内容が含まれておらず、『点検・評価報告書』に記載さ

れている活動の方針は明文化されていないため、社会連携・社会貢献のための方

針を明確に策定することが求められる。 

 

② 社会連携・社会貢献に関する方針に基づき、社会連携・社会貢献に関する取り組

みを実施しているか。また、教育研究成果を適切に社会に還元しているか。 

社会連携・社会貢献活動について、天理教のイベントである「こどもおぢばが

えり」への学生ボランティアの参加及び年に１度、外部講師の授業を一般にも公

開する「公開講演会」を活動の柱としている。しかし、「公開講演会」について、

学外からの参加者はごく少数にとどまっており、現在の取組みとしては学内構成

員が参加する講演会としての要素が強い。 

そのほかの社会連携・社会貢献として、教員等による学会・研究会の役員・実

務委員活動、学術雑誌の論文や学会抄録の査読、国・自治体・ＮＰＯ法人・ボラ

ンティア活動、学外者への指導・助言や医療活動等が挙げられているが、これら

の多くは教員個人の取組みが主となっており、大学としての積極的な社会連携・

社会貢献の活動の必要性を大学みずからも認識していることからも、大学として

取り組むよう改善が求められる。さらに、学生のボランティア活動等についても、

「学生委員会」が取組みを把握しているとするが、活動自体は学生個人に委ねら

れているものであることから、大学として取り組むことが必要である。 

以上のように、大学としての活動はボランティア活動及び公開講演会のみであ

り、その他の活動は学生や教員個人によるものであることから、今後は、社会連

携・社会貢献を推進する組織を明確にしたうえで、地域のニーズを反映しつつ、

より一層大学としての積極的な社会連携・社会貢献活動が望まれる。 

 

③ 社会連携・社会貢献の適切性について定期的に点検・評価を行っているか。また、

その結果をもとに改善・向上に向けた取り組みを行っているか。 
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社会連携・社会貢献活動の点検・評価について、「こどもおぢばがえり」に関し

ては主催する天理よろづ病院看護部と活動の事前・事後に会議を開催し、活動の

問題点を検討している。また、「公開講演会」に関しては、参加者からのアンケー

トの結果を「運営審議会」で検討している。また、その他の教員個人で取り組ん

だ学会の役員等の活動については、業務評価システムを用いて状況を把握してい

る。 

しかし、既述のとおり、大学として社会連携・社会貢献の推進を担う組織は明

確にされておらず、取組みの適切性を点検・評価する体制についても構築されて

いない。今後は、社会連携・社会貢献の取組みを進めるための方針を定め、取組

みの適切性についての点検・評価の実施体制や評価方法を明確にして取り組むこ

とが求められる。さらに、「将来計画委員会」を推進組織とする内部質保証システ

ムのもと、適切な点検・評価の結果に基づく改善・向上に向けて取り組んでいく

ことが望まれる。 

 

＜提言＞ 

改善課題 

１）社会連携・社会貢献に関する活動の多くは、教員及び学生個人による取組みで

あり、大学としての社会連携・社会貢献活動が組織的にかつ十分に展開されて

いるとはいえない。理念の実現に向け、大学として社会連携・社会貢献を推進

する方針やその責任及び推進組織を明確にし、地域のニーズを反映しつつ、よ

り積極的な活動に取り組むよう、改善が求められる。 

 

10 大学運営・財務 

（１）大学運営  

＜概評＞ 

設置にあたり提出した大学設置認可申請書に記載された内容をもって大学運営に

関する方針としているが、大学運営に関する考え方を明示したものとはいえないた

め、具体的な方針を定めるよう改善が求められる。大学運営のために、３つの審議

会を設置し、重要事項を審議する体制が整っているが、学長以外の役職者について、

意思決定に関する権限と役割が明文化されていないため改善が求められる。予算編

成と予算執行については、「学校法人天理よろづ相談所学園経理規程」に基づき行わ

れており、予算が有効かつ効率的に執行される体制となっている。ただし、各審議

会及び委員会等には職員が参画しており教職協働の体制が図られているが、大学運

営に関する教職員の資質向上を図るためのスタッフ・ディベロップメント（以下「Ｓ

Ｄ」という。）に関する取組みが定期的・計画的に行われていないため、早急に改善

することが求められる。また、大学運営の適切性について、定期的な点検・評価が
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行われていないため、早急に改善することが望まれる。 

  

① 大学の理念・目的、大学の将来を見据えた中・長期の計画等を実現するために必

要な大学運営に関する大学としての方針を明示しているか。 

「建学の精神のもとに、学則第２条で定める『自己点検と評価』として内部質

保証に関する基本的な考え方を定め、質の高い教育の提供に努めていること」を、

大学運営に関する方針とする旨『点検・評価報告書』に記載しているが、これを

方針として明文化したものは設置に当たり提出した大学設置認可申請書のみであ

るため、大学運営の考え方を示した方針を策定し、明文化したうえで学内構成員

で共有するよう、改善が望まれる。 

今後は、「運営審議会」のもとに設けている「将来計画委員会」において、中・

長期の方針・計画の策定を予定しており、2019（平成 31）年度から作成に着手す

ることとしているため、その取組みに期待したい。 

 

② 方針に基づき、学長をはじめとする所要の職を置き、教授会等の組織を設け、こ

れらの権限等を明示しているか。また、それに基づいた適切な大学運営を行って

いるか。 

学長をはじめ、学部長等の所要の職を置くとともに、その選任方法については

「学長選考規程」「医療学部長選考規程」等の規程に明確に定めている。また、学

則に基づき、大学の運営に関する重要事項を審議するために「教育・研究審議会」

「点検・評価審議会」「運営審議会」３つの審議会を設置し、さらに、各審議会の

もとに各種の委員会・会議・プロジェクトを設置しており、各審議会・委員会等

に職員が参加することで教職協働を図っている。 

教育研究に関する大学組織としての役割と権限については、学校教育法の趣旨

に則って「教育・研究審議会規程」「点検・評価審議会規程」及び「天理医療大学

特別職に関する規則」に規定されているが、学長以外の役職者（学部長等）の意

思決定に関する権限と役割は明文化されていないため、改善が求められる。また、

法人と大学の役割及び権限が規程において明確になっていないので、その役割・

権限等を整理することが望ましい。 

 

③ 予算編成及び予算執行を適切に行っているか。 

予算編成及び予算執行については、「学校法人天理よろづ相談所学園経理規程」

に基づいて行われている。予算編成については、基本方針に基づく予算大綱と事

業計画に基づき作成された積算資料をもとに、「予算委員会」にて査定し、予算案

を作成して理事長に答申し、最終的には理事会の決議を経て決定している。 

予算執行については、毎月の執行状況を理事会に報告し、監事監査を受けると
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ともに、会計監査人による監査を受ける仕組みとなっており、有効かつ効率的に

執行されている。また、個別の予算執行の内容について、教職員は学内ＬＡＮに

より常に閲覧することが可能となっており、透明性の確保がなされている。 

 

④ 法人及び大学の運営に関する業務、教育研究活動の支援、その他大学運営に必要

な事務組織を設けているか。また、その事務組織は適切に機能しているか。 

事務組織については、「学校法人天理よろづ相談所学園事務組織規則」に基づき、

法人に事業運営課、大学に学生支援課、学術情報課及び就職・渉外課に計９つの

係を設置しており、2018（平成 30）年４月には、理事長直轄の内部監査室を設置

し内部監査の充実を図っている。ただし、大学の事務組織としては、専任事務職

員が２名、嘱託職員が６名（事務職員４名、用務員２名）、天理よろづ相談所病院

からの派遣職員が６名（事務職員５名、用務員１名）となっており、法人事務局

としては、同病院からの派遣職員が４名であり、専任事務職員が大学事務局長と

大学次長の２名のみと少数による体制であることから、法人及び大学の運営に関

する業務、教育研究活動の支援等を円滑かつ効果的に行い、教職協働の体制を築

いていくためには、さらなる事務組織の充実が求められる。 

 

⑤ 大学運営を適切かつ効果的に行うために、事務職員及び教員の意欲及び資質の向

上を図るための方策を講じているか。 

事務職員及び教員の意欲及び資質の向上を図るために、「教員・教育組織能力開

発委員会」が中心となって各種研修会を実施しているが、当該研修会は、主に教

員を対象とする教育改善をテーマにしたＦＤ活動の一環としての研修会であり、

職員を主とした大学運営や事務職員のあり方等のテーマによるＳＤに関する研修

会は、2014（平成 26）年度に２回実施した以降は実施されていない。 

また、教職協働で大学運営を行うために必要な知識や技能を身につける研修も

行われていないので、さらなる教職員の意欲及び資質の向上と、専門的知識及び

技能を習得するための定期的・計画的なＳＤ活動等に取り組むよう改善が求めら

れる。 

 

⑥ 大学運営の適切性について定期的に点検・評価を行っているか。また、その結果

をもとに改善・向上に向けた取り組みを行っているか。 

大学運営の適切性の点検・評価については、毎年度の自己点検・評価を通じて

行っており、「自己点検評価実施委員会」が『自己点検評価報告書（年報）』にと

りまとめて、「点検・評価審議会」をはじめとする各審議会等に報告して、改善を

図っているとしている。ただし、大学運営等に関して点検・評価を実施する主体

となる組織は明確でなく、点検・評価の内容やそれに基づく改善についても明確
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ではない。各種規程の見直しや事務組織の充実といった課題が見受けられること

も踏まえ、今後は、大学運営の方針を明確に定めたうえで、取組みの適切性につ

いて、自己点検・評価を行う組織を明らかにして、適切な点検・評価に基づいて

改善・向上に取り組むことが求められる。 

なお、監査については、監事による監査に加え、私学助成を受けるために 2016

（平成 28）年度より公認会計士による会計監査を行っている。さらに、理事会に

おいて監事による指摘を受けて、2018（平成 30）年度より監査室を設け、内部監

査を実施することとしている。 

 

＜提言＞ 

改善課題 

１）学長以外の役職者の意思決定に関する権限と役割が明文化されていないため、

規程を見直し、適切に定めるよう改善が求められる。 

２）事務組織について、法人及び大学の運営に関する業務及び教育研究活動の支援

等を円滑かつ効果的に行い、教職協働の体制を築いていくための事務組織とし

ては専任職員数が少なく十分な体制とはいえない。また、大学運営に関する教

職員の資質向上を図るための取組みが定期的・計画的に行われていないため、

改善が求められる。 

 

（２）財務 

＜概評＞ 

2017（平成 29）年度に、中・長期財政計画を策定しているものの、同計画には数

値目標が設定されていない。「要積立額に対する金融資産の充足率」が低く、教育研

究活動を安定して遂行するために必要な財務基盤は十分であるとはいえないため、

具体的な数値目標及び発展方策を盛り込んだ財政計画を策定・実行し、財務基盤の

安定化を図ることが求められる。 

 

① 教育研究活動を安定して遂行するため、中・長期の財政計画を適切に策定してい

るか。 

2017（平成 29）年度に、「天理医療大学中長期財政計画」を策定している。しか

し、完成年度を迎えて２年が経過したばかりであるものの、同計画の内容は、財

政見通しに基づく収支試算と将来の姿を示しているのみであり、数値目標が設定

されていない。 

今後は、学生生徒等納付金の安定的な確保に向けた方策を含め、具体的な数値

目標及び発展方策を盛り込んだ財政計画を策定することが求められる。 

 



天理医療大学 

 

27 

 

② 教育研究活動を安定して遂行するために必要かつ十分な財務基盤を確立している

か。 

財務関係比率については、「その他学部を設置する大学」の平均と比べ、教育研

究経費比率、事業活動収支差額（帰属収支差額）比率が低くなっており、人件費

比率は同平均を上回っている。また、「要積立額に対する金融資産の充足率」が低

く、教育研究活動を安定して遂行するために必要な財務基盤は十分であるとはい

えない。 

完成年度を迎えた後には、学費の見直し等、収支の安定化を図る方策を実施し

ており、財務関係比率は徐々に安定してきている。今後は、具体的な数値目標及

び発展方策を定めた財政計画を策定・実行し、財務基盤を確立するよう改善が求

められる。 

外部資金については、若手教員等の研究の推進を目的として寄付を募っている

「研究奨励寄付金」が、2012（平成 24）年度以降、減少傾向にあり、科学研究費

補助金や受託研究等を含めた多様な財源の確保を図る努力が望まれる。 

 

＜提言＞ 

改善課題 

１）「要積立額に対する金融資産の充足率」が低く、安定した財務基盤が確立してい

るとはいえないことから、今後は、具体的な数値目標及び発展方策を盛り込ん

だ財政計画を策定・実行し、財務基盤の安定化を図るよう改善が求められる。 
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